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・回・

北
京市
内の一
部におけ

る
戒厳令布告に
まで
発展した

中国情勢の
現状や先
行き、
閲際情勢に
与

える影響
をどう見
るか

il専
門家に聞いた

。

党の
下部に
も

同調する動き

織に
ずら運
動に
同調する動きが

出て
きたことだ

。共産党に
対す

る一
般の人々

の不
満感

の高まり
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�予彦j：祈経氏：部済
長研

蕎
る考え
方

を
踏襲して

いる
、と感

じた 。
厳重
要課題であ

る近
代化

を速成するためには
安定団結が

第一 。
それ

を妨げ
る
要繁に
対し

て
は断
聞と
し
た措
置をと

る
ー！

と
いう
もので、
郵
小平
民の
論理

だ 。
今
回も
都民の
強い
指導
力が

発障されて
いるに
違いない。

越紫
腸総岳
部の
動静につ

いて

だが、今
回の
民主
化要
求運
動に

対する
姿勢が 、
越氏と
ほかの幹

部と
の
問で
明確に逸っ

て
いた
以

上
、少なく

と
も
指導部内で

の
越

氏の孤立は避け
られ
ま

い。

先月か
らの一
連の
過程で
最も

窓
昧が大きいの

は、
党の
下
部組

郵氏の
影響力

やはり大きい

勝彦氏？兵

泰衛氏鹿取
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Aマ
「
金
蛍
炎
よ」

は
休
み
ま
し

た 。

きょうきのう

－ウィーン
世犯末の欧州に貢献

東京都
内のホテル
など

で
開

催
中

の「
ウ
ィ
ー

ン・
ウ
ィ
ー

ク」
をPR
するため
来日した

ウィ
ーン

の市
長ヘ
ルム

I
卜・

ツ
ィ

ル
ク
さ
ん
（5〉
U

写
真
H －

が、一
九
九五
年に
同市が計
画

して
いる
万国
博覧
会へ

の日本

の
参加

を強く
期待して

いる
。

た
ま
た
ま

見
て
気

に
入っ
た

「
男はつ
らいよ」

のウィー
ン

五
歳で
十一
回目のマッ
タ1
ホー

ン
に登
頂し

、こ
れによっ

て「
海

外百登
山」
も達成した

。「スー

パ
ーおじい

ちゃ
ん
クラ
イマ1」

の
異名で『七
十歳はま

だ背容』

の
箸部
があ

る。
学生
時
代か
らの

登
山
贋訟の

ると
はいえ

、
日ご
ろ

のトレーニ
ン
グが
すご

い。冷水

摩擦
やひざ

の屈伸運
動、
腕立て

伏せ
など

を
毎朝
何百回 。問地車を

待つ
問もホ1ム
ま

で
の
階段

を上

プス
はじめ全国の山へ 。
今
年は

米
寿記念に二
人で
米山（よ
ねや

ま
H新

潟県く
びき山
塊・
九九三

M）
に登
る
予定だ

。最近は
視力

・
聴力が衰えたので

、
山での主

た
る
楽しみ

を烏か
ら
桔にかえ

、

去年は
北海道のアポ
イ岳（日高

・
八一
O
M）

に登っ
て

ヒダ
カソ

ウなども
見て

きた 。

花と
いえ
ば、
『
祐の百
名山』

などの
著舎もあ

る劇
作家・
田中

っ
たり
戻っ
たり。
久留米
市の自

宅に近
い宝
満山（八六九抗）
が

ホーム
グラ
ウン
ドだ

。

脇坂
式モ

lレ
ツ型と

は対
極に

あ
るの
が、『ゆっ

く
り山
旅』

の

共
著者た

る
鳥
賀陽（う
がや）
恒

正（八八）と
貞子〈八四）
夫妻 。
恒正が

六
十四歳

、
貞子が六
十歳のと

き

か
ら登りはじめた 。

もと
もと
野

鳥と
の
出合

いを求
めて
京都の
周

辺
か
らはじめたの
が、日本アル

自

* 悠々の青春

しげひさ石少j I I: ＇＼と

澄江（八一）は、これま
で
に
約八百

五
十山に登っ
たが、

目標を一
平

山において
月に一一

、コ一
聞は登り

つ
づけて

いる
。

女性登山
家と
なれ
ば、
本格
派

の
筆頭はエ

ー
デル
ワ
イス・
クラ

ブの
会長・
坂倉登
喜子（七八）であ

ろう
。

女性登
山
教室の
指導もし

ながら
、

月
平均三
回の山登り。

去年は

磁沢岳（上
高地・
二

、
六

四六計）
に
も
十時
間がかり

で
往

復した 。
来
年はクラ
ブ創立三
十

五
周年
記念にブ1
タン

の山ヘ
遠

征する。
『

中高年女性の
ための

百
名山』

を執筆中 。

登っ
た山の
数と
な

ると
、

最近

平五百
数十山

をもっ
て
現役

を退

いた
元日本山
岳会長・
今西
錦司

（八七）に
迫っ

て
いるの
が、静
岡市

の
石間
信夫（七四）であ
ろう。
月に

六
、七

回、今
年だ
けで一一一
十三
回

、

も吾
干五百には
達して

いる。
重

複して
いる山
があ

るので
、

回数

で
は約二
平三百五
十回 。
ろ
山内F海

外登山
八回 。対象は
南アル
プス

南部など
地
元の山
が
多い 。

登っ
た山

も多いし、
それ
ぞれ

【5
月
日日】
朝、上野

をた

ち、
盛岡か
ら車で背森の
脅荷

温泉ヘ 。
夕食後
十和田
プリン

スホテル
泊 。
【M日｝

奥入瀬渓

谷を経て
弘前ヘ 。
午後2
時、

ホテル
法華倶楽部で知人の
弘

大医学部鰻江
教
授就任
十周年

記念の
講演 。
同ホテル
泊 。

【日日】
帰京 。
午後
3時、

日本記者クラブでペン
クラブ

理
事会 。
【m日〕
郵便
物整理

や「折々
のう
た」
執筆 。
外
来

璽表記につ
いて
文芸家協
会国

語調査

委門貯金が出す喪議併の

草案を練る。
門口臼〕
午後

6時すぎ、
東京

・
有楽町マ
リ
オ

ン
で「
アエ
ラ」

大岡 信さん（58)
自本ペンクラブ会長

創刊一
周年記
念

パ
ー

テ
ィ
ー 。

門m臼】
午後1

時半、日本
女子

大で「
日本の
詩

歌」
につ
いて
講
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